
１．普段（ふだん）どれくらい自転車に乗りますか？

２．どんなときに自転車に乗りますか？

３．「ヘルメット着用（ちゃくよう）の

努力義務化（どりょくぎむか）」を知ってる？

４．「ヘルメット着用の努力義務化」を

知ったきっかけについて

５．自転車に乗るとき、ヘルメットをかぶりますか？

６．ヘルメットをかぶっている理由について

７．ヘルメットを選んだ理由について

８．ヘルメットをかぶらない理由について

９．自転車の事故（じこ）を減らすため、

効果的（こうかてき）だと思う方法は？

みなさんに聴いたこと

回答していただいたみなさん、ありがとうございました！

１．実施期間 令和7年8月8日（金）～令和7年8月29日（金）

２．回答者数 189人

３．回答率 32.9％（189人／574人）

４．実施方法 インターネットによるモニター調査（ちょうさ）

５．担当課 くらし・交通安全課

（くらし・こうつうあんぜんか）

回答していただいたみなさんの年代

キッズ・モニター＋アンケート

第２回テーマ

「自転車の安全利用について」

小学生

65人
34%

中学生

67人
35%

高校生

56人
30%

その他

1
1%



担当課より１．あなたは普段どれくらい自転車に乗りますか？

よく乗る

86人
45%

たまに

乗る

29人
15%

ほとんど

乗らない

20人
11%

めったに

乗らない

35人
19%

全く乗ら

ない

19人
10%

「あなたは普段どれくらい自転車に乗りますか？」
という質問について、

「よく乗る」と答えた子が８６人、
「たまに乗る」と答えた子が２９人、
「ほとんど乗らない」と答えた子が２０人、
「めったに乗らない」と答えた子が３５人でした。

「よく乗る」「たまに乗る」
「ほとんど乗らない」「めったに乗らない」と
答えた子をあわせると170人（90％）であり、

「全く乗らない」と答えた子は
19人（１０％）となりました。



担当課より担当課より２．あなたはどんなときに自転車に乗りますか？

通学（家から

学校まで）

66人
38%

通学（駅などか

ら学校まで）

8人
5%

塾（じゅく）などの

習い事

18人
10%

クラブ活動や

遊ぶ時など

80人
47%

「あなたはどんなときに自転車に乗りますか？」
という質問について、

「クラブ活動や遊ぶ時など」と回答した子が
80人（4７％）と一番多い結果になりました。

次に多かったのが「通学」であり、
回答した子が７４人（４３％）で、

その次に多かったのが「塾などの習い事」であり、
回答した子は1８人（10％）となりました。

こうした結果から、通学やクラブ活動など
学校に関係することで自転車を使う子が多く、
全体の90％となることがわかりました。



担当課より３．「ヘルメット着用の努力義務化」を

知っていましたか？

知ってい

る

178人
94%

知らなかった

11人
6%

「『ヘルメット着用の努力義務化』を
知っていましたか？」という質問について、

「知っている」と答えた子は
 17８人（9４％）であり、

「知らなかった」と答えた子は
１１人（６％）という結果になりました。
  

ほとんどの子が自転車に乗る際は、
自転車乗車用ヘルメットが

          着用義務であることを知っていました。



担当課より

その他の

意見

担当課より

113

80

74

17

6

24

2

14

8

13

4

学校や先生から

家族や友達から

テレビから

チラシやポスターから

SNS（LINEやX（旧Twitter）、Facebook、TikTokなど）から

自転車に関するインターネットの記事などから

ラジオから

警察や県・市などのホームページから

自転車を買ったお店の人から

新聞広告（しんぶんこうこく）から

その他

４．「ヘルメット着用の努力義務化」を知った

きっかけは何ですか？

・「親から」 ・「新聞の記事から」

「「ヘルメット着用の努力義務化」を知ったきっかけは
何ですか？」という質問について、

「学校や先生から」と回答した子が
11３人と一番多い結果になりました。

次に多かったのが８０人が回答した
「家族や友達から」であり、

その次に多かったのが７４人が回答した
「テレビから」でした。

こうした結果から、学校生活の中で
ヘルメット着用努力義務化について知る機会があり、
家庭内や友人とも話す環境にある子が
多いことがわかりました。



担当課より５．自転車に乗るとき、

自転車用のヘルメットをかぶっていますか？

着用

144人
85%

非着用

26人
15%

ヘルメットを持っ

ていて、いつもか

ぶっている

122人
72%

ヘルメットを持って

いるが、かぶってい

ない時もある

22人
13%

ヘルメットを持っ

ているが、まった

くかぶっていない

11人
6%

ヘルメットを持っていな

いが、今後はかぶる

5人
3%

ヘルメットを持っておら

ず、今後もかぶらない

10人
6%

「自転車に乗るとき、自転車用のヘルメットをかぶって
いますか？」という質問について、

「ヘルメットを持っていて、いつもかぶっている」と
回答した子が１２２人（7２%）、

「ヘルメットを持っているが、かぶっていない時もある」
が22人（1３%）となり、
着用率は合わせて8５%となりました。

「ヘルメットを持っていないが、今後はかぶる」が
5人（3％）であり、
今後はかぶると回答した子も合わせると
8８％が着用することとなります。

一方で、
「ヘルメットを持っているが、まったくかぶっていない」
が11人（６%）、
「ヘルメットを持っておらず、今後もかぶらない」が
1０人（６%）でした。



担当課より

その他の

意見

担当課より

18

96

23

0

14

0

3

2

3 

法律で決められているから

自分の身を守るため、安全のために必要だと思ったか

ら

学校や先生から言われたから

友達や周りの人がかぶっていて、自分もかぶろうと

思ったから

家族や友達からかぶることをすすめられたから

新聞、テレビ、ラジオ、SNSなどでかぶることを知った

から

学校の授業や交通安全教室などを受けて、ヘルメット

をかぶることが大切だと気付いたから

自分の家族や身の回りの人が自転車事故にあってしま

い、ヘルメットをかぶることが大切だと気付いたから

その他

６．あなたがヘルメットをかぶろうと思った

理由は何ですか？

「あなたがヘルメットをかぶろうと思った
理由は何ですか？」という質問について、

「自分の身を守るため、安全のために
必要だと思ったから」と回答した子が
９6人と一番多い結果になりました。

次に多かったのが
「学校や先生から言われたから」であり
２３人が回答しています。

その次に多かったのが
「法律で決められているから」で
1８人という結果になりました。

・家族や先生から言われたから
・こけたら頭をケガするから ・元からの習慣だったから



担当課より

その他の

意見

７．あなたが持っているヘルメットを選んだ理由は

何ですか？持っていない場合、買うとしたら

何が大切だと思いますか？

61

48

22

9

1

7

2

9

22

お店で1つしかなかったまたは学校が決めたから

デザイン（形状・色）が気に入った、または、髪型がくず

れにくい形だから

安全性が保障されているから(SG、JCF、CE、GS、CPSCマー

ク)

通気性が良い（頭が暑くならない、蒸れにくい）から

好きなメーカー、ブランドだから

買いやすい金額だったから

重くないから

かぶったり外したりするのが簡単だから

その他

・おさがり
・市から配布された
・お母さんが用意してくれた

・学校指定のもの
・中学校で売っていたから

等

「あなたが持っているヘルメットを選んだ理由は
何ですか？ 持っていない場合、買うとしたら
何が必要だと思いますか？」という質問について、

「お店で１つしかなかった、または学校が
決めたから」と回答した子が６１人と一番多く、

次に多いのが４８人が回答した
「デザインが気に入った、または、髪型が
くずれにくい形だから」という結果になりました。



担当課より

その他の

意見

担当課より

6

8

4

0

0

0

0

0

2

0 

1 

かっこ悪い、めんどくさい、はずかしいから

まわりがかぶっていないから

ヘルメットをかぶると髪型が乱（みだ）れるから

たまにしか自転車に乗らないから

努力義務なので、かぶらなくても良いと思うから

自分は被害（ひがい）にあわないから

かぶっても被害を軽くすることができないと思うから

かさばって持ち運びがしにくいから

ヘルメットの置き場所がなく盗まれそうだと思うから

ヘルメットの金額が高いから

その他

８．ヘルメットをかぶらない一番の理由は何ですか？

・学校のもので人目が気になるから

「ヘルメットをかぶらない一番の理由は何ですか？」
という質問について、

「まわりがかぶっていないから」と回答した子が
８人と一番多く、

次に多いのが６人が回答した
「かっこ悪い、めんどくさい、はずかしいから」であり、

その次に多いのが４人が回答した
「ヘルメットをかぶると髪型が乱れるから」
という結果になりました。

こうした結果から、
まわりの反応を気にする子が多いことがわかりました。



担当課より

その他の

意見

９．自転車の事故を少しでも減らすため、

効果が高いと思うものは何ですか？

138
80

40

34

39

48

50

55

39

5 

自転車が安全に走れる道路（自転車レーンなど）をつくる

学校で交通安全に関する授業を行う

家庭で自転車を安全に乗るための方法を話し合う

ＳＮＳやインターネットで交通安全を呼びかける

テレビなどで交通安全を呼びかける

警察官や地域ボランティアなどによる交通安全教室

スタントマンが事故を再現することで、事故のこわさを感じることが

できる交通安全教室

交通事故から身を守るための方法を学び、それを体験できる勉強会・

イベント等

交通安全に関するチラシを配る・ポスターを貼る

その他

・自転車に安全に乗る練習をすれば良い

・交通ルールを守る ・動画をつくる

・市民のドライバーのマナーを良くしてもらいたい

・マナー違反が事故につながる場合が多いと感じる

「自転車の事故を少しでも減らすため、
効果が高いと思うものは何ですか？」
という質問について、

「自転車が安全に走れる道路
（自転車レーンなど）をつくる」と回答した子が
１３８人と一番多く、

次に多いのが８０人が回答した
「学校で交通安全に関する授業を行う」であり、

その次に多いのが５５人が回答した
「交通事故から身を守るための方法を学び、
それを体験できる勉強会・イベント等」
という結果になりました。



たくさんの
ご意見を
ありがとう
ございましたみなさんからいただいた回答は、

くらし・交通安全課が受け取りました。

今回のアンケートで出てきた声は、

今後の広報啓発の参考とさせていただき、

より効果のある交通安全の取組ができるように活用していきます！

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました！

三重県オリジナル防犯キャラクター

サイボーグ忍者「防犯ミエ丸」
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